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■ 企業理念 

 

 

  

  

  

■ 基本理念 

アサヒ通運株式会社は、省エネルギーの担い手として地球環境保全に貢献し、安全で快

適な生活環境を提供する事業所として環境との調和並びに社会への共生を最優先課題に

事業活動を展開する。 

 

 

■ 行動指針 

    資源循環型社会の実現に貢献するために環境活動計画を作成するとともに、エコ 

アクション２１の認証・登録を受け、環境との共生を目指した環境保全に取り組む。 

 

１）当事業所の事業活動にかかわる環境関連の法規及びその他の要求事項を遵守 

する。 

２）事業活動に伴う大気汚染などを予防する。 

３）リサイクルを推進し及び廃棄物の発生を抑止し、資源の有効活用を図る。 

４）省エネルギーを推進し、地球温暖化の防止に努めると共に、継続的改善に努める。 

５）安全活動と 5Ｓ活動の推進により、品質向上と生産性向上を図る。 

６）グリーン購入を積極的に推進していく。 

７）この環境方針を確実に達成するために、当事業所の全従業員に周知する。 

８）環境方針は社外に一般の求めにより開示する。 

 

 

  

制定日  ２００５年  ４月１日 

改訂日  ２０１１年１１月１日 

改訂日  ２０１８年  ４月１日 

    ア サ ヒ 通 運 株 式 会 社  

代表取締役社長  筒井  義文  

創 造 の 物 流 で 社 会 に 貢 献 

 

認証番号 0000867 
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■ 事業活動の概要 

１）事業所名及び代表者名 

         アサヒ通運株式会社 

           代表取締役   筒 井 義 文 

２）所在地 

本 社：佐賀県鳥栖市江島町 1677-1 

アサヒＳＤセンター：佐賀県鳥栖市轟木町１６２０番地１ 

大阪（営）：大阪府東大阪市高井田西 6-3-22 

東京（営）：神奈川県相模原市南区麻溝台 2-2-8 

千代田事業所：佐賀県神埼市千代田町柳島 225-1 

コクヨロジテム内事業所：佐賀県三養基郡基山町長野字立野 251-15 

３）責任者及び担当者/連絡先 

     環境管理責任者   小笠原道雄 

     環境管理担当者   茶木原信弘 ・ 今村裕実 

             ＴＥＬ 0942-87-8511  

             ＦＡＸ 0942-87-8515 

             E-Mail  m_ogasahara@asahi-tsuuun.jp  

４）事業活動 

運輸業（4t 及び 10t トラックにて関東、関西及び九州一円に向けてタイヤ、住宅部

材並びにアルコール溶剤などを配送） 

倉庫業（大手住宅メーカーの部材仕分け、並びに一般貨物の保管管理） 
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５）組織図  

 

 
 

 

 

６）事業の活動規模  

   本  社 ・ アサヒＳＤセンター 

活動規模 単 位 ２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 

売上高 万円 １１３，６１１ １２７，２３８ １２４，３６６ 

輸送売上 

（取組活動対象） 
万円 ４１，３１３ ４１，３１３ ４３，０１５ 

作業売上 

（取組活動対象） 
万円 ４，７３０ ３，２９０ ３，３２２ 

車両台数 台 ４７ ４５ ４５ 

従業員 人 ６６ ６１ ５９ 

床面積 ㎡ ７，８５４ ７，８５４ ７，８５４ 

 

 

 

 

 

現在の認証・登録の対象範囲 

お取引様構内にての請負作業の為、

お取引様主導の環境活動取組みを

展開中 



~ 4 ~ 

 

７）エコアクション２１取組の経緯 

 

  ２００５年４月１日           ； アサヒＳＤセンターＥＡ２１取組開始 

 

  ２００５年７月～２００６年７月１日   ； 同ＥＡ２１システム試行運用 

 

  ２００６年７月１０日          ； 同ＥＡ２１認証・登録 

 

  ２００６年７月１０日          ； 同ＥＡ２１システム本格運用 

 

  ２０１６年７月１０日          ； 同ＥＡ２１活動１０年継続 

 

  ２０２１年４月１日           ； 本社にてＥＡ２１取組開始 

 

 

 

 

８）エコアクション２１運営組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表取締役 
筒井義文 

環境管理責任者 
小笠原道雄 

茶木原信弘  今村裕実 

担当者他 47 名 

環境管理担当者 

本  社 

担当者他 8 名 

アサヒＳＤセンター 
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■ 環境経営目標 

※総排水量削減については、事業所内での手洗い・事務所利用程の量のため除外します。 

※化学物質使用量削減については、当社での取り扱いがないため除外します。 

※原単位値は、作業売上・輸送売上比に準じてくる為、作業売上・輸送売上を用いての算出。 

※1 原単位値＝排出量÷作業売上 ⇒ 購入電力・ダンボール・オリエンテープ 

※2 原単位値＝排出量÷輸送売上 ⇒ 軽油、ガソリン 

環境負荷削減

項目 
環境負荷項目 

 

単位 

２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年 

実績値 目標値 目標値 目標値 

二酸化炭素 

排出量の削減 

購入電力（原単位値）※1 kWh／千円  

０．２８ 

 

０．２８ 

 

０．２８ 

 

０．２８ 

軽油（原単位値）※2 ℓ／千円  

１．７３ 

 

１．５０ 

 

１．４９ 

 

１．４８ 

廃棄物排出量 

の削減 

リサイクル率 

の向上 

       

ダンボール 

（原単位値）※1 

 

Kg/千円 

 

０．２４ 

 

０．３０ 

 

０．２８ 

 

０．２７ 

オリエンテープ 

（原単位値）※1 

 

10g/千円 

 

０．０２６ 

 

０．０２８ 

 

０．０２６ 

 

０．０２５ 

廃タイヤ 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

コピー用紙 

再生紙・裏紙使用率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

ストレッチフィルム 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

その他ビニール 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

ＰＰバンド 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

グリーン購入 
グリーン・エコマーク   

購入率 

購入件数 

％ 

共有 

 

実測値 

実測値 

前年比 

＋3％ 

前年比 

＋3％ 

自らが生産・

販売・提供す

る製品及び 

サービス 

デジタルタコグラフによる 

エコドライブ推進徹底率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００ 

不具合作業ロス削減 

不具合・事故件数 

 

件 

 

２０ 

 

１８ 

 

１６ 

 

１４ 

地域環境保全活動 鳥栖市美化活動 年２回 中止 年１回 年２回 年２回 

改善活動推進 安全・効率化改善 件/年 ６１ ３６ ３６ ３６ 
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■ 環境経営実績① 

※総排水量削減については、事業所内での手洗い・事務所利用程の量のため除外します。 

※化学物質使用量削減については、当社での取り扱いがないため除外します。 

※原単位値は、作業売上・輸送売上比に準じてくる為、作業売上・輸送売上を用いての算出。 

※1 原単位値＝排出量÷作業売上 ⇒ 購入電力・ダンボール・オリエンテープ 

※2 原単位値＝排出量÷輸送売上 ⇒ 軽油 

※評価：○＝100％ △＝70％以上 ×＝70％未満 

 

環境負荷削減

項目 
環境負荷項目 

 

単位 

２０２２年 ２０２２年 達成率 評価 

目標値 実績値 ％ ○・△・× 

二酸化炭素排

出量の削減 

購入電力（原単位値）※1 kWh／千円 ０.２８ ０．２９ ９０．３ △ 

軽油（原単位値）※2 ℓ／千円 １．５０ １．４８  １０１．４ 〇 

廃棄物排出量 

の削減 

リサイクル率 

の向上 

ダンボール 

（原単位値）※1 

 

Kg/千円 

 

０．３０ 

 

０．２５ 

 

１２０％ 

 

○ 

オリエンテープ 

（原単位値）※1 

 

10g/千円 

 

０．０２８ 

 

０．０２７ 

 

１０４％ 

 

○ 

廃タイヤ 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００％ 

 

○ 

コピー用紙（総量） 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００％ 

 

○ 

ストレッチフィルム（総量） 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００％ 

 

○ 

その他ビニール（総量） 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００％ 

 

○ 

ＰＰバンド（総量） 

リサイクル率 

 

％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００％ 

 

○ 

グリーン購入 
グリーン・エコマーク   

購入率 

購入件数 

％ 

 

― 

128/259   

４９．４％ 

 

― 

 

〇 

自らが生産・

販売・提供す

る製品及び 

サービス 

デジタルタコグラフによる 

エコドライブ推進徹底率 

 

 ％ 

 

１００ 

 

１００ 

 

１００％ 

 

○ 

不具合作業ロス削減 

不具合・事故件数 

 

件/年 

 

１８ 

 

１５ 

 

１２０％ 

 

〇 

地域への環境

保全活動 

鳥栖市美化活動 

参加率 

年２回 

％ 

年２回 

１００ 

年１回 

１００ 

 

― 

 

－ 

改善活動 

推進 

安全・作業効率化による 

改善件数 

 

件/年 

 

３６ 

 

６２ 

 

１７２％ 

 

〇 
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■ 環境経営実績② 

項       目 単 位 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 

総エネルギー投入量 

購入電力 ｋWh １３６，４４７ １５７，３８４ ― 

軽 油 ℓ ７７６，５１１ ７５３，１５４ ― 

温室効果ガス排出量 二酸化炭素 ㎏-CO2 ２，０６８，７５３ ２，０１８，５２４ ― 

※【特記事項】ＣＯ2 排出係数⇒０．４７９ （２０２０年度九州電力調整後排出係数） 
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■ 2022 年の環境経営目標とその実績内容 

2021 年から、本社及びアサヒＳＤセンターで共通フォーマットによる環境経営活動の取組みデー

タを記録し、今後の環境経営目標設定の B/M として活用していく。 

倉庫業務に関わる月別の作業売上高における原単位値ついて、新型コロナウィルス感染症対策

※ ※ 
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による売上減少が続き、原単位目標値設定の見直しを行った。以後３カ年計画の目標値を再検討し、

現況に伴う目標を達成するべく取組みを行った。不具合・事故、改善活動は、2022 年度作業展開

計画を基に示した数値を目標設定とし、コピー用紙・ストレッチフィルム・その他ビニール・ＰＰバンド・

については、当社での削減管理不可の為、100％リサイクル達成を目標に掲げ活動していく。 

年月

内容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

売上高（単位：千円） 43,822 41,384 52,134 44,476 41,657 45,061 44,161 45,159 49,185 45,166 46,241 46,106 544,552

購入電力　(ｋｗｈ) 13,566 14,552 12,756 10,304 10,175 12,630 15,850 16,633 14,697 11,600 11,592 13,029 157,384

原 単 位 値 0.31 0.35 0.24 0.23 0.24 0.28 0.36 0.37 0.30 0.26 0.25 0.28 0.29

2022年

0.31
0.35

0.24 0.23 0.24
0.28

0.36 0.37

0.30
0.26 0.25

0.28

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標値0.28
実績値0.29

購入電力

 

 

年月

内容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

輸送売上高（単位：千円） 41,085 38,657 49,027 41,992 39,029 42,002 41,375 42,274 43,252 42,663 43,411 43,230 507,997

軽　油　(ℓ） 60,865 64,708 71,846 62,907 57,570 59,418 63,523 60,270 62,894 63,720 61,482 63,950 753,154

原 単 位 値 1.48 1.67 1.47 1.50 1.48 1.41 1.54 1.43 1.45 1.49 1.42 1.48 1.48

2022年

1.48 

1.67 

1.47 1.50 1.48 
1.41 

1.54 
1.43 1.45 1.49 1.42 1.48 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標値1.50

軽 油

実績値1.48

 

 

青線           2022 年実績値 

赤線           2022 年目標値 

青線           2022 年実績値 

赤線           2022 年目標値 
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年月

内容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

作業売上高（単位：千円） 2,737 2,727 3,107 2,484 2,628 3,059 2,786 2,885 2,933 2,503 2,830 2,876 33,555

ダンボール（kg） 630 680 730 590 570 690 650 580 690 530 620 630 7,590

原 単 位 値 0.23 0.25 0.23 0.24 0.22 0.23 0.23 0.20 0.24 0.21 0.22 0.22 0.23

2022年

0.23 0.25 0.23 0.24 
0.22 0.23 0.23 

0.20 
0.24 

0.21 0.22 0.22 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

実績値0.23

目標値0.25

ダンボール

 

 

 

 

年月

内容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

作業売上高（単位：千円） 2,737 2,727 3,107 2,484 2,628 3,059 2,786 2,885 2,933 2,503 2,830 2,876 33,555

オリエンテープ（10ｇ） 50 50 100 30 50 100 100 50 100 30 100 50 810

原 単 位 値 0.018 0.018 0.032 0.012 0.019 0.033 0.036 0.017 0.034 0.012 0.035 0.017 0.024

2022年

0.018 0.018 

0.032 

0.012 

0.019 

0.033 
0.036 

0.017 

0.034 

0.012 

0.035 

0.017 

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

0.070

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標値 0.028

実績値0.024

オリエンテープ

 

 

 

 

 

青線           2022 年実績値 

赤線           2022 年目標値 

青線           2022 年実績値 

赤線           2022 年目標値 
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年月

内容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

作業売上高（単位：千円） 2,737 2,727 3,107 2,484 2,628 3,059 2,786 2,885 2,933 2,503 2,830 2,876 33,555

不具合・事故件数 2 2 2 1 1 3 1 1 1 14

目 標 件 数 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 18

2022年

2 2 2

1 1

3

1 1 1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

不具合・事故

実績値1.17

目標値 1.5

 

 

 

年月

内容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

作業売上高（単位：千円） 2,737 2,727 3,107 2,484 2,628 3,059 2,786 2,885 2,933 2,503 2,830 2,876 33,555

改善活動実施件数 11 8 7 11 5 5 7 1 2 4 0 1 62

目 標 件 数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

2022年
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 青線           2022 年実績値 

赤線           2022 年目標値 

青線           2022 年実績値 

赤線           2022 年目標値 
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■ 上記内容の取りまとめ 

購入電力による二酸化炭素排出量原単位値は目標値 0.28 に対して、0.29（＋3.5％）となった。 

軽油使用による二酸化炭素排出量原単位値は目標値に対し 1.50 に対して、1.48（-1％）となった。 

ダンボールによる廃棄物排出量は目標値 0.30 に対して、0.25（－17%）となった。 

オリエンテープによる廃棄物排出量は目標値 0.028 に対して、0.027（－4%）となった。 

不具合・事故発生件数は目標値 1.5 件/月に対して、1.25 件/月（－17％）となった。 

安全・作業効率化による改善件数は目標値３.00 件/月に対して、5 件/月（＋67％）となった。 

 

本年度の目標設定値は減少売上ベースの原単位値を採用したもので、今後の目標決めに於いて

も基準値の動向に準じた正確な対比算出が必要となってくる。 
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■ 取組と評価 

環 境 活 動 の 取 組 計 画 評 価 

購入電力【二酸化炭素排出量の削減】 

ＳＤセンターと本社の購入電力を合算した 2021 年度

に算出したデータをベンチマークとし、1 年間で約

２％、5 年間で約１０％逓減できるよう、日々の省エ

ネを意識づける。 

施策の継続として、 

・未使用時の消灯を徹底する。 

・未使用事務用機器のスイッチＯＦＦの徹底。 

・昼礼時、各作業者の作業進捗確認と業務応受援

段取りの推進により残業時間を最小に留める。 

・倉庫内照明を水銀灯からＬＥＤ照明に変更する。 

・はたらき方改革推進による残業時間削減 

 ⇒電力消費時間の短縮に繋げ、CO²削減 

・適正な空調温度設定（管理責任者設定） 

（冷房 28 度、暖房 19 度、加湿器で湿度管理） 

・部材棚レイアウト変更による、既存設備照明での作

業場明るさアップ 

消費電力量については、日々の省エネ意識の影響で原

単位値は減少傾向にあったが、８月の想定外残業に伴う

エアコン使用増加等の影響により電気使用料増加につな

がってしまった。適正な空調温度・湿度管理で生産性が向

上すれば無駄な時間を削減して行く事が出来る為、費用

対効果をしっかり把握し、有効に活用して行きたい。 

また、寒暖差のある日にエアコンのこまめな調整を行う。 

重量ラック影による光量不足エリアをレイアウト変更のみで

明るく変えて行くアイデアも功を奏した結果となり、光量アッ

プが効率アップに繋がった。残業時間も削減出来、二酸化

炭素排出軽減に寄与出来ている。 

 

軽油【二酸化炭素排出量の削減】 

2021 年の二酸化炭素排出量データを基に、 

・原油高騰とも相まって、デジタルタコグラフを活用し

たエコ運転の指導を行うとともに、アイドリングストップ

キャンペーンを遂行する。 

・月に一度はアイドリング時間の啓示を行い、各ドライ

バーに意識づけを行う。 

・リフト点検整備を徹底する。 

・エンジンリフトから電気リフトへ切り替え、化石燃料使

用を削減する。 

・リフト運搬作業の無駄削減（①空走行削減の段取り 

②使用回数削減の段取り） 

 

・倉庫移動に伴うリフト動線の安全スムーズな通路の

確保と高効率レイアウト変更を行う。 

・トラックへの積込み作業に合わせた出荷準備完了

２０２４年問題の対応により、労働時間の削減や運転時間

の削減に伴い、輸送の距離や運搬物の内容を精査し、近

距離で荷待ちなどが少ない、軽油消費の少ない仕事を選

別することにより、軽油の消費量削減に成功。 

売上を落とすことなく、効率の良い運転を心掛けさせる。 

倉庫業務においては、電気リフト率 100％となり軽油を

使用したリフトは無くなり、電気リフト作業においても出荷効

率を向上させることにより使用する電力を抑える。 

安全衛生委員会パトロール指摘事項については、月に

一度実施し、5Ｓ＋1Ｓ（すぐやる）が浸透し、指摘事案が激

減している。又ドライバーさんへの環境取組活動もアイドリ

ングストップ・迷いトラック削減など排気ガス抑制が、作業

者の注意喚起により定着している。 
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品置場の近接化推進。（作業場入替検討） 

・安全衛生委員会によるパトロールや産業医パトロー

ル指摘項目即時是正（すぐやる活動）での環境取組

活動推進。 

【廃棄物排出量の削減及びリサイクル率の向上】 

・廃タイヤのリサイクル化 100％実施。 

・A4 用紙の裏紙を１００％再利用する。 

・プリンタートナー及びカートリッジの１００％再生品使用。 

・制服のカーボンオフセット品の購入・配布。 

・輸送通い箱を最大限に利用する。 

・通い箱の数量管理（在庫を切らさない） 

・分別ボックスで確実に分別をする。 

・最適納入架台の改善を提案していく。 

・メーカー様に省梱包入庫を継続的に提案していく。 

・メーカー様へ返却可能な梱包材の定期的返却を遵

守する。 

目標7項目につき、意識的に取り組んだ結果、目標を達成

することが出来た。 

廃タイヤは、すべて産廃業者委託の基、100％リサイク

ル化し、管理表示と管理記録が保管出来ている。 

コピー用紙の削減については、例年同様に裏紙利用を

柱とした取り組みが継続できており、新人教育においても

十分理解を得て、事務所員のみならず現場担当者も含め

全員で裏紙再利用貢献活動をしている。（Ｐ14 写真参照）

今後も100％再利用化への目標設定とする。分別ボックス

での確実な分別は本年も遵守出来ている。 

お取引様や部材メーカー様と新規部材梱包や輸送形

態の打ち合わせを行い、新しい省梱包輸送に協力出来た。 

梱包材の再利用も緩衝材として、又新しい梱包方法を改

善活用出来ていた。 

【グリーン購入】 

・事務用品・消耗品などグリーン購入法適用商品・エ

コマーク商品の購入率を調査すると同時に比率アッ

プを積極的に推進する。 

購入商品の選別として左記対象商品を優先的に購入する

ようにしており、昨年に比べ約 10％比率が上がった。必要

不可欠商品の購入に対しては適用外商品購入もやむを得

ない場合があり、今後も毎年段階的に推進していく。 

【不具合作業ロス削減】 

・不具合・事故による周知共有化と再発防止策を即

実施する。（発生原因の深掘り、なぜ・なぜ・なぜ） 

年間目標件数としては目標達成。但し限りなく０に向かっ

て行く為には、より不具合・事故の発生原因のデータ分析

をより深く追求し職場環境や作業手順、ＯＪＴの的を絞り改

善していく。お客様との品質会合は毎月実施。 

【社員の環境教育】 

・新入社員に対して、エコアクション２１の教育を行

う。 

・新入社員に対して、社内環境状況を把握させる。 

・社員に対して環境保全に関する情報を周知する。 

・法改正時は、全社員へ周知する。 

・環境セミナー等へ積極的に参加する。 

２０２2 年は、新人 3 名に対し新人教育・訓練をエコアク

ション 21 の資料をもとに怠ることなく実施出来た。 

社員に対し、安全衛生委員会の中で環境活動の取り組

み、進捗などを周知することが出来、今後に向けた共有活

動の意識向上に充分つながった。 

外部入場者（納入業者）にも環境活動の取り組みについ

て理解と協力をお願いし、水平展開を行った。 
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【地域の環境保全運動】 

・環境保全活動に参加する。（ゴミ拾い・植樹活動等） 

・オイル漏れ吸着マットと中和剤を配備する。 

鳥栖市環境保全活動は本年は 1 度参加した。コロナ終

息により、積極的に環境保全活動に参加する。 

【安全・作業効率化による改善】 

・作業工数削減・統合・分割・高効率化を目指した改

善を実行する。 

・改善表彰導入による、モチベーションアップ（改善推

進効果による時間短縮） 

職場環境の安全確保、作業効率を高める活動として改

善活動が幅広く活発に実施出来ている。年間目標件数を

大きく上回り、効果がロス時間削減となり残業時間軽減へ

と繋がって行けた。 

各メーカー様との商談・デリバリー作業については、メー

ルでほぼ完結させる体制にシフト出来ており、ペーパーレ

スに繋げていける。 

【次年度へ向けての変更】 

2022 年実績データを 2023 年の目標指数に用いる。 

購入電力・軽油・グリーン購入について、本社・アサヒＳ

Ｄセンター共有の３か年削減目標を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 環境関連法規への違反 

当社に適用となる環境関連法規（消防法・廃棄物の処理及び清掃に関する法律・フロン排出抑

制法）についてチェックした結果、違反はありませんでした。 

 

■ 訴訟等の有無 

関係機関などからの法規制違反の指摘、環境問題にかかわる苦情、事故、及び、訴訟など 

の請求はありませんでした。 

 

 

オイル漏れ対策 裏紙回収ボックス 倉庫内 LED 化 
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■ 目標値設定の内容 

  購入電力は、2022 年の売上減額分の適正原単位値を割り出した為、そこに基準を置き 2023 年

の生産高ベースを踏まえた目標設定での削減活動を行っていく。組織的、各個人による省エネルギ

ーの意識を高めて継続し、毎年の目標を達成し、2021 年をベンチマークに 5 年間を目途に約１０％

の削減を図る。8 月に不慮の残業が生じたためエアコンの消費電力が増加した。労働時間の短縮が

省エネルギーに繋がる結果となった。 

 軽油については、運送業という性質上、売上と消費量が正比例するきらいにあるが、2024 年問題を

踏まえた労働時間の削減と運送内容の見直し、引き続きデジタルタコグラフを活用した無駄な加速

低減、アイドリングストップの励行、エコドライブを推進し、売上の向上を図りながらも軽油の使用量は

増減なし、又は減少となるよう、ドライバーへの周知・情報の提供を行う。倉庫業務に於いては、売上

減と効率化改善による作業短縮で、軽油使用量削減が直接結びついて行く為、３か年計画の目標

値を継続達成出来るように使用量を削減していく。又、電気リフトは目標達成となり二酸化炭素排出

削減に寄与する結果となった。 

ダンボ―ル・オリエンテープについても効率化を図り、３か年目標数値を継続し、目標値として今

後も目標達成出来るよう取り組み活動を実施していく。 

廃棄物排出量の削減及びリサイクル率については、タイヤリサイクルはこれまで通り１００％リサイク

ル業者へ廃棄処理を依頼し、段ボールについても同様１００％の持ち込みを行う。コピー用紙、ストレ

ッチフィルム、その他ビニールは、当社自助努力による活動に限界がある為、今期も 100％リサイクル

を目標と定めて活動を行う。 

グリーン購入については、購入する商品内容の見直しをつぶさに行い、購入者及び使用者の意識

を向上させ、３か年目標を 2022 年のグリーン購入率より毎年 3％アップの高みを目指していく。 

5Ｓの定着化及び安全活動における不具合・事故削減については、削減ありきの３か年計画

に基づく目標設定とし、2022 年発生の事案を危険予知とした予防教育を徹底し、対策の具現

化を再構築して再発防止活動を推し進めていく。 

新型コロナウイルス終息により、地域への環境保全活動は、今後も地域開催があれば環境

活動に積極的に参加していく。 

自らが生産・販売・提供する製品及びサービスおいては、デジタルタコグラフによるエコドラ

イブ推進の徹底、倉庫業務に於いても、改善提案型スタイルを継続して実行し、全体の数値

削減へ寄与出来るよう、３か年計画目標達成を目指し活動していく。 
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■ 代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果 

日  時 2023 年 1 月 10 日 （10 時 00 分 ～ 12 時 00 分） 

場  所  アサヒ通運本社  社長室 

参 加 者  筒井 義文、小笠原道雄（計 2 人）  

 

提 出 書 類 

 

①環境経営マニュアル   

②環境経営関連文書の作成・整理  

 ・関連文書 16 項目（環境活動レポートを含む） ・関連資料  

評 
 

価 

環境系システムが有効

に機能しているか 

  

  

・環境系システムは有効に機能している。今後も正確なデータ管理

を遂行していくと共に、全員参加型の仕組みで更なる共有認識を強

め、自社ならではの環境負荷軽減への取り組み活動が、提案型の姿

勢となり得るよう継続的努力を惜しまぬこと。 

環境への取組は適切に

実施されているか  

  

  

  

・環境への取り組みは適切に実施している。目標達成率について意欲

的に実施していく習慣が身についてきており、項目を絞っての数値評

価も功を奏しているようだ。活動の定着化、標準化が構築されてきて

いる。環境の厳しいシーズンにおいては安全第一を優先とし、社員一

人ひとりの安心・安全を守っていく職場環境創りも推進されている。 

変
更
の
必
要
性
と
指
示 

環境経営方針  

  

  

・新規入場者がある場合は、環境への取り組みを知らせると共に、さ

まざまな意見を幅広く取り入れること。 

・２０２４年問題を見据えた労働時間、荷待ち時間の削減を基にした

取り組みを追加する。 

環境経営目標 

環境経営計画  

  

  

  

 

【環境目標】 

短期・中期・長期（３カ年）の目標値を常に意識して取り組み、現状と

の齟齬の把握、守れるルール手順とすることが必要である。日々動

向を見極め、報告・連絡・相談を軸に全員で 2023 年目標値を目指

すこと。昨今の猛暑（熱中症対策）・室内換気対策により、購入電力

目標値に於いては中期計画の鈍化は已む無しとする。 

２０２４年問題を見据えた労働時間、荷待ち時間の削減を基にした

取り組みを追加する。 

【環境活動計画】 

環境活動を取組むに当たり、環境活動関連項目等を十分に見直し、

数値化した目標とするものと削減不可な項目についての活動とを区

分けして表記し、意欲が持てる計画を立てていく必要がある。尚且

つ、全員が環境経営の意識のもと理解力を深め、取り組んで行ける

ように経営と比例した展開をすること。    
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環境経営システム  

  

  

  

  

・環境経営システムの変更は必要ない。 

・全社員で日々の環境への取組意識を高く持つこと。 

・日々ミーティング等により、お互いを注意し見直すこと。 

・環境目標原単位値を、従来通りチェックして怠らないこと。 

・環境負荷を減らす為の計画力、実行力を推進していくこと。 

実施体制の見直し ・審査対象の拡大に伴い、環境管理責任者を春森等から小笠原道

雄に変更する。 

 




